
　御笠の森は、大野北小学校から、北西300ｍ程のところ

にあります。

　日本最古の歴史書である『日本書紀』や江戸時代の地誌『筑

前国続風土記』には、「仲哀天皇のお后である神功皇后が、

荷持田(朝倉市秋月字野鳥)に住む羽白熊鷲という豪族を

従わせようとして橿日の宮(福岡市東区香椎)から松峡宮

(朝倉郡筑前町)へ向かわれている途中、突然つむじ風が

起こり皇后の被られていた笠が吹き飛ばされて、この森の

木にひっかかったため、御笠の森というようになった。そ

してこの地も「御笠」(御笠郡)と名付けられた。」と書か

れています。
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御笠の森とは？

大野城市内の日田街道
（『筑前国続風土記附録 御笠森図』平岡邦幸氏提供）

　大野城市内には、御笠の森に関連する古い地名がいく

つか残っています。

　神功皇后の笠が脱げたところを「笠抜」、笠が高い楠

の木にひっかかり、神様にお願いして取っていただくた

めに舞を奉納した場所を「舞田」と呼ぶようになりまし

た。御笠川の名前も、同じ伝承から名づけられています。

　現在では「笠抜」や「舞田」といった旧小字名は廃止

されていますが、これらの地名は御笠の森の伝説ととも

に今も残されています。
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笠抜橋（かさぬきばし）

現在の日田街道（令和４年撮影）

昭和 50 年代の日田街道（赤司岩雄氏提供）

大正時代の日田街道（赤司岩雄氏提供）

　上段の写真は大正時代

の日田街道です。画面左

の建物は雑餉隈郵便局

で、道幅も現在に比べる

と狭いことが分かります。

　昭和6年に国道3号線

(現在の県道112号線)建

設工事のため道幅が拡張

されたことにより局舎は

解体されました。

　また下段の写真の右側

には、郡境界標という江

戸時代に建てられた御笠

郡と那珂郡との境界を示

す石柱も写っています。

　郡境界標は、保存のた

め、現在は心のふるさと

館に展示され、跡地には

場所を明示するための石

柱と説明板が設置されて

います。
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　御笠の森の中には、山田村の河波定吉が天保11年

(1840) 11月4日に建立した神功皇后社の石の祠と、明

治百年を記念して昭和44年(1969)に大野町が建てた大

宰大監大伴宿禰百代の万葉歌碑があり、遠い昔をしのぶ

ことができます。

　百代が詠んだ「念はぬを思ふといはば大野なる御笠の

森の神し知らさむ」の歌 は、万葉集におさめられ、百

代が坂上郎女に贈った恋の歌として知られています。

　御笠の森は、1300年も昔から歌に詠まれるほどの

この地の名所であったことがわかります。
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詠んだ「恋の歌」

御笠の森の樹生状況（令和6年3月4日時点）
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　御笠の森は、現在でも様々な木々が生い茂っています。

　タブノキは、4～6月に黄緑色の花が咲く樹木で、実

は蚊取り線香の材料にもなります。

　クロガネモチは5～6月に薄紫色の花が咲く樹木で、

秋に赤い実をつけます。また「苦労がなく金持ち」に通

じる名称で縁起のいい木のため、庭に植える木として好

まれています。

　ハゼノキは秋になると紅葉する樹木で、実は和ろうそ

くの原料でもあります。しかしハゼノキはウルシ科に属

し、触るとかぶれるため注意が必要です。

御笠の森の植生

み

心のふるさと館　文化財担当　☎092-558-2209 （平日午前8時30分~午後5時）

お問い合わせ先

白木原駅下車、徒歩約 9 分

大野城駅下車、徒歩約 17 分JR
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消防ポンプ
格納庫

西鉄 春日原駅下車、コミュニティバスまどか号仲畑ルート 1 番バ
ス停「イオン大野城」まで徒歩約 5 分「イオン大野城」乗車
7 番バス停「御笠の森入口」下車、徒歩約 3 分

御笠の森 

JR

西鉄

春日駅下車、徒歩約 18 分

春日原駅下車、徒歩約 12 分

桑の木 

JR

西鉄

春日駅下車、徒歩約 15 分

春日原駅下車、徒歩約 10 分

恵比須神社 
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西鉄

春日駅下車、徒歩約 16 分

春日原駅下車、徒歩約 11 分

木造聖観音立像 

JR
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春日駅下車、徒歩約 13 分

春日原駅下車、徒歩約 8 分

郡境界標 

JR

西鉄
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JR
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JR
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新川 

各文化財へのアクセス

春日原駅下車、コミュニティバスまどか号仲畑ルート 1 番バ
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木賃宿栄屋跡

旅籠いろはや跡

旅籠 梅屋・姪浜屋・ともや跡

新川跡
西鉄 春日原駅

西鉄 桜並木駅

大野城心のふるさと館

御笠の森

岩戸街道分岐点

木造聖観音立像

雑餉隈郵便局跡

恵比須神社

御笠那珂席田郡役所跡
雑餉隈遺跡

郡境界標

御茶屋跡 春日原停留所運動場道之碑

筒井の井戸

桑の木
石ヶ町

消防ポンプ格納庫
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現在、大野城市役所がある場所は、かつて福岡県繭検定所や

養蚕試験場があり、福岡県下の養蚕指導の拠点となっていま

した。これを記念し、蚕の餌である桑の木が１本植えられて

います。 福岡県繭検定所
( 赤司岩雄氏提供 )

かいこ　 えさ

まゆ けんてい じょ

ようさん し けんじょう

石ヶ町
いしがまち

牛頸川と日田街道に沿ったところにあった町で

す。蹄鉄屋やうどん屋、駄菓子屋などがあり、

街道を行き交う人の多くが休息をとっていまし

た。 石ヶ町のセンダンの木
(『大野城市史民俗編』より引用 )
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新川跡
しんかわあと

日田街道の西側に沿うように造られた運河跡

です。福岡藩が年貢米輸送のために寛延 3 年

(175１) に開通させましたが、水量が少ないた

め約10 年で運航を停止しました。多くの場所

は埋め戻されましたが、新川緑地公園あたり

(約800ｍ)は昭和 50 年代まで残されており、

昭和 62 年 (1987) に遊歩道として整備を行いました。

昭和 50 年頃の新川
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筒井の井戸 ( 県指定文化財 )
つつい　　いど

旧筒井村の共同井戸です。江戸時代の地誌『筑

前国続風土記』の中に「村中に筒井とて清水あ

り。木の筒を以て井韓とす。是故に村の名をも

筒井と云也 。其水極めて清冽にして、大旱と

いへとも涸れず。常に筒の上に湧上る。只冬

至の夜許水出ずと云」と記載があり、勢いよく清らかな水が湧き出ていた様子が

伝わります。またこの地誌には、木の筒の井戸枠と書かれていますが、現在の井

戸枠は花崗岩をくり抜いたもので、高さ約 80 ㎝の筒が 2 段積まれています。

井戸の調査の様子（昭和 45 年）
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春日原停留所 ・ 運動場道之碑
かすがばるていりゅうじょ ・ うんどうじょうどうの ひ

大正 13 年 (1924) に開通した九州鉄道 ( 現在の西

日本鉄道)の春日原停留所へ向かう道路の起点です。

雑餉隈在住の草壁氏から土地の寄贈と工事費用の寄

付金を受け道路を新設しました。駅周辺は原野を切

り開き、野球場・ラグビー場・テニスコートなどを

備えた総合運動場が造られました。しかし、昭和 25

年(1950) に平和台球場が完成すると運動場は不要となり、昭和 30 年 (1955) 

に全面撤去され現在は住宅地となりました。

大正 13 年頃の航空写真
(『春日市史中』より引用 )
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御茶屋跡
おちゃやあと

大名が参勤交代や領地巡視の際に休憩宿泊する施設で

す。安永年間 (1772 ～ 1781) に筒井村庄屋善六 ( 六

代目 ) が藩主黒田治之に献上しました。平成 8 年 (19

96) に解体され、現在は門柱だけが残っています。
解体前の御茶屋跡

( 赤司岩雄氏提供 )
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旅籠 梅屋・姪浜屋・ともや跡
はたご うめ や　  めいのはまや　 　                              あと

3 軒の元旅籠が軒を連ねていましたが、 昭和 50 年 (1975) 頃に解体されました。

梅屋の徳利 解体前の梅屋・姪浜屋・ともや（左から）
( 赤司岩雄氏提供 )
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雑餉隈遺跡
ざっしょのくまいせき

発掘調査で、江戸時代の磁器 （有田焼・伊万里焼 ） がたく

さん出土しました。出土した遺物の中でも、ヨーロッパ向

けの輸出用の皿が注目されています。NVOC 模様皿の

「VOC」とは「オランダ東インド会社」のことで、このよ

うな焼物は、長崎の出島を経由して主にヨーロッパへ輸出

するために特注で作られたものです。 
NVOC 模様皿

あり た　　　　　 い　 ま　り

旅籠いろはや跡

雑餉隈にあった 7 軒の旅籠の 1 つです。 その中で最も趣の

ある旅籠であったといわれますが詳しい文献はなく、昭和

49 年 (1974) に解体されました。
解体前のいろはや

( 赤司岩雄氏提供 )

おもむき

恵比須神社
えびすじんじゃ

事代主命(恵比須神：商いの神 ) と火産霊神 ( 愛宕神 ：防火

の神 ) を祀る神社です。江戸時代から戦前まで十日恵比須 

(12 月 10 日～ 12 日 ) でにぎわっていました。
恵比須神社

ことしろぬしのみこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほむすびの かみ　　あた ご がみ
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雑餉隈郵便局跡
ざっしょのくまゆうびんきょくあと

明治 11 年 (1878)「筑前国雑餉郵便局」として開局しまし

た。現在の博多南郵便局の前身で、32ヶ村 ( 概ね現在の福

岡市博多区・南区の一部・春日市・大野城市に相当)を管

轄していました。 当時は初代局長である城戸半七の自宅を

利用していました。

雑餉隈郵便局として
利用された城戸家

( 赤司岩雄氏提供 )
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木造聖観音立像 ( 県指定文化財 )
もく　ぞうしょうかんのんりゅうぞう

県道 112 号線の山田 4 丁目交差点から雑餉隈町方向に少し入っ

たところにお堂があり、その中に聖観音立像が祀られています。

お堂はもともと日田街道に面した東向きに建てられていましたが、

昭和７年(1932)の国道 3 号線建設工事の時に、西向きに建て替

えられました。観音像は応永 21 年（1414）室町時代に寄木造

で作られたもので、全高は 100.5 ㎝あります。
木造聖観音立像 

おうえい　　　　　　　　　　　　　　　                  むろまち　　　　　　 よせ ぎ づくり

岩戸街道 ( 中道通り・佐賀通り ) 分岐点
いわ と　かいどう　 なかみちどお　　　　　　 さ　 が どお　　　　　　ぶん き てん

岩戸街道とは、日田街道から井尻・高宮・平尾などを経由して福岡城下につなが

る街道です。福岡藩主が長崎勤番の際などに利用しました。
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木賃宿栄屋跡
きちんやどさかえやあと

間の宿にあった 7 軒の旅籠の 1 つです。 木賃の「木」とは

燃料である「薪」のことで、燃料代程度もしくは相応の宿

賃で宿泊できる安価な宿泊所として、旅芸人や行商人な

どでにぎわいました。
解体前の栄屋

( 赤司岩雄氏提供 )

まき

御笠那珂席田郡役所跡
み かさ　な　 かむしろ だ ぐん やく しょ あと

御笠郡 ( 現在の大野城市・筑紫野市・太宰府市 )、那珂郡 ( 現在の那珂川市・春日市・

福岡市博多区・南区・東区の一部)、席田郡(現在の福岡市博多区の一部)の郡役所です。 

明治11年(1878) に設置されたと言われています。明治 29 年 (1896) に筑紫郡役所

に改称し、明治 32 年 (1899) に那珂村麦野 ( 現在の南福岡駅周辺 ) に移転しました。

消防ポンプ格納庫
しょうぼう　　　　　　　　 かく のう　　 こ

大正末期に白木原に建てられた赤煉瓦造りの第二部消防ポン

プ格納庫が、平成 10 年 7 月に街路拡張に伴って現地へ移設

されました。貴重な近代建築ということで、市民の手によって

解体され、当時の赤レンガを一部使用して建てられました。 現在の格納庫

あかれん が

郡境界標 ( 市指定文化財 )
ぐんきょうかいひょう

県道112号線の雑餉隈町と錦町の境に建っていた高さ117㎝

の角柱の石柱です。この道標は、旧街道であった日田街道

の名残で、江戸時代、御笠郡と那珂郡との境界を明示する

ものでした。江戸時代には大野城市の大部分は御笠郡に含

まれていました。春日市や福岡市の中央区などは那珂郡と

なっていました。東側面には「従是東御笠郡、西那珂郡」

西側面に「文化丁丑歳四月」南側面に「筒井村抱」北側面

に「井相田村抱」と刻まれ、文化４年 (1817) に建てられ

たことがわかります。

平成９年頃の郡境界標
（現在は大野城心のふるさ
と館で展示）

どうひょう

なごり

これ より

ひのとうしのとし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かかえ

凡例
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新川跡
市境
西鉄天神大牟田線

日田街道周辺の文化財 MAP


